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令和5年1月5日（木）
9:30 東浦和駅前広場集合  解散 12:00 

※マスク必着「ディスタンス」を保って少人数で静か
に参拝。15名募集　
3つの社寺にお参りし令和5年のご多幸を祈念します。
見沼たんぼの新年の晴れやかな空気と歴史・文化、
冬の自然に親しんでください。
コース：東浦和⇒総持院→トラスト1号地→國昌寺→
氷川女體神社→芝原小⇒東浦和　参加費300円　
お申込み：見沼たんぼ地域ガイドクラブ　
北原ガイド：TEL.090-2675-1684　
　　　　　FAX.048-834-5731
メール： minuma.farm.kitasaku@ever.ocn.ne.jp

石井実生園「蠟
ろうばい

梅まつり」

▲蠟梅まつり
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▲柚木脇邦裕ん

▲約2,000本のオクラ農場
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見沼区南中丸75番地　TEL.048-684-2781

▲石井克司さん
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岩槻区小溝706
畑：８反（借用、そのうち4反で栽培）
栽培品種：ブロッコリー、春菊、ホウレンソウ、ノラボーナ、
タマネギ、ニンニク、キュウリ、ナス、オクラ、ミニトマト等
出荷先：あさつゆの里、イオン春日部等

▲総持院 ▲國昌寺

◀︎氷川女體神社

見
沼

のお
店紹介！
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　東浦和駅から見沼通船堀西縁沿いを行き、芝川を
渡って東縁沿いの桜並木の途中、この辺りでちょっと
お茶でも飲めたらいいな、と思うまさにそのあたりにあ
ります。住宅の一部を店舗としているので、まるで知人
宅を訪れたような気分。玄関から靴を脱いでこぢんまり
と落ち着いた和室に上がると、梁の見える高い天井や
障子、桜並木に面した大きな窓がゆったりと迎えてく
れます。
　メニューは季節で変わる3種類のお手製のお菓子
と、月ごとに種類が変わる珈琲の他に、紅茶や煎茶、
甘酒など。どの品も、余剰を排したシンプルさの中に細
やかな心遣いを感じます。市のサイクルステーションに
も登録されていて、休日にはサイクリングを楽しむ人達
でにぎわいます。
　「花あかり」という店名は窓から見える桜にちなんで
季語からとったそうです。桜並木の風景に溶け込んだ
かのような佇まいで、うっかりしていると行き過ぎてし
まうかもしれません。さいたま市のサイクルステーショ
ンののぼりと、隣の公共休憩所が目印です。

緑区下山口新田52‐3　TEL.FAX.048-875-5008
営業時間：10：00 ～ 17：30　定休日：月・火（祝日は営業）
http://ameblo.jp/kissa-hanaakari/

▲店外観

▲店内 ▲カスタードプリン（350円）と紅茶（400円）
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野良の藝術2022-さぎ山の現場のご報告
　「芸術によるSDGs」を理念に、社会芸術/ユニッ
ト・ウルスおよび炭焼の会により、見沼たんぼ地域で
2017年から多くの藝術家や関係者で続けられてい
る「野良の藝術」活動。パンデミックにもめげす毎年
続け、今年は、11月25日（金）～ 27日（日）にかけて、
ファーム・インさぎ山にて開催されました。
　「農が都市を支えている」を基底に、農家、木こり、
庭師、アーティスト、科学者が行う「学際的総合的な
アートプロジェクト」です。　
　今回のテーマは「熱・分解・融合」。年ごとに、多様に

「深化」する展示プロジェクト。未来への「進化・展開」
が期待されます。
①伏せ焼ワークショップ②縄文茶会「野良から縄文
を考える」③熱・分解・融合/野外作品展示④食のワー
クショップ⑤紙原料を手のひらで〜皆でつくろう⑥

「渦を見る-熱分解と空気の流れ」講演会⑦重機で組
み立てられていく大型炭窯の制作⑧Specialフィナー
レ・炭窯と踊りのコラボレーション、踊り：蒼浩人氏

▲「火を焚く」総合ディ
レクター吉田富久一さん

▲野良の大地での作品
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与野駅

市民が応援する見沼たんぼ地域での人と環境にやさしい都市農業の広報誌
「見沼・旬彩」2022-23年 冬号 vol.23
発行：未来遺産・見沼たんぼプロジェクト推進委員会
http://minuma-miraiisan.jp　e-mail : minuma@minuma-miraiisan.jp
バックナンバーはホームページよりご覧になれます。
編集：見沼農業・応援連携部会／デザイン・印刷：有限会社アームズ
発行日：2022 年 12 月5日

今号に掲載された、見沼たんぼ地域のお米・野菜・果物・花木 直売所等マップ

We
Love
Minuma この見沼農業の応援連携・季刊誌「見沼・

旬彩」は、公益財団法人 サイサン環境
保全基金様、公益信託 武蔵野銀行みど
りの基金様、からの助成金で印刷・発行
しております。

土呂直売場（P5）

ヘルシーカフェ のら（P5）

喫茶「花あかり」（P6）

中村農園農産物直売所（P4）

はるおかいちご園（P4）

多品種のシクラメン生産販売「猪原園芸」（P3）

冬の高級食材くわいの収穫ー
伝統的な産地を守る若谷真人さん（P2）

石井実生園
「蠟

ろ う ば い

梅まつり」（P6）

柚木脇農園の園主・柚木脇 邦裕さん（P7）

萬年寺


